
実施日 令和７年５月２２日(木) 

事業名 千葉県公民館等職員研修 

趣 旨 
各市町村の公民館職員等の、主に経験の浅い担当者を対象に公民館職員として必 

要な知識や求められる役割等についての理解を深め、その資質向上を図る。 

会 場 千葉市生涯学習センター（千葉市中央区弁天３－７－７） 

対 象 公民館職員、社会教育施設職員、社会教育・生涯学習関係職員等 

申込方法 Ｗｅｂ申込み 

募集定員 ５０名 募集期間 令和７年４月１０日から令和７年５月１５日 

参加者数 ２７名 参加費用  

講師 等 
君津市教育委員会 生涯学習文化課 

 副課長 布施 利之 氏 

実施内容 

共催：千葉県公民館連絡協議会 

内容：公民館及び公民館職員の役割や公民館職員に期待することについて 

日程：12:30～13:00  受付 

   13:00～13:10  オリエンテーション 

   13:10～16:10  講演 

16:10～16:30  質疑応答、諸連絡、アンケート記入 

 

 

 

 

 

    （研修の様子１）       （研修の様子２） 
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ト 

【満足度１００％】 

○公民館の役割、職員として自分ができることや働きかけ等、改めて考えるよい機

会となりました。教わったことや気付きを職員と共有したいと思います。 

〇公民館の図書室担当ですが、仕事の方針をいただけて、とてもためになりました。

講座担当の方と連携し、これから図書室からもできる地域の方々との未来を考え

て業務に取り組んでいきたいです。 

〇私は市役所本庁の生涯学習部局勤務で、公民館職員とは協力関係にあるが、公民

館の役割についての理解が曖昧であることに気付かされました。事例紹介に留ま

らず、法制度や理念からの概念的な説明が加えられており大変分かりやすかった

です。 



担当者の 

所感 

【成果】 

・本事業の趣旨である「公民館職員として必要な知識、求められる役割等の理解」

については、参加者アンケート結果から、「理解できた」「ほぼ理解できた」割合

が１００％であった。講座内容の充実や講師の話し方が分かりやすかったことが

要因であると考える。 

・講師については、市町村訪問の際に君津市の生涯学習について説明をいただいた

布施氏にお願いをした。社会教育・生涯学習と公民館の歴史的背景や、君津市を

中心とした地域の様々な実践について、公民館で働く者が念頭に置かなくてはな

らない事業立案の考え方について学ぶことができ、満足度は１００％であった。 

・机の配置については、グループワークを行いやすいように「T の字」とした。休

憩時間を含め、受講者同士の会話が活発になり、交流が深まった。 

【課題】 

・講座内容と講師の選定については、例年、悩む点である。アンケート結果を参考

にし、参加者が求める内容を加味したうえで必要な知識等を身に付けられるよう

に講座を企画していきたい。 

・講座形式については、対面又はオンラインにするべきか、ハイブリッドにするべ

きか悩むところである。この講座に関しては、対面で行うことによって受講者相

互のつながりを構築する場としたい。 

・会場については、県の中心部である千葉市生涯学習センターで実施することで、

全県下からの受講者が参加しやすい環境を整えたい。 

 


